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本
書
の
如
き
著
作
を
本
嘗
の
意
味
で
の
労
作・
大
著
と
い
ふ
の
で
あ
ら
う 。

自
ら
調
査
し
た
卒
安
時
代
の
訓
貼
本 、
三
三
五
五
貼
に
基
く
賓
謹
的
研
究
で

あ
る 。
無
論 、
史
的
展
望
や
諸
寺
経
識
の
悉
皆
調
査
に
伴っ
て
調
査
し
た
鎌

倉・
室
町・
江
戸
時
代
の
訓
貼
本
も
数
千
黙
に
上
る
筈で
あ
る 。

本
書
の
内
容
を
示
す
鋳に
目
次
を
掲
げ
る
と 、
次
の
通
り
で
あ
る 。

目
次

口
絵

築
島
裕
蔵
総研
正
論
巻
第三
保
安
四
年
黙(
巻尾)

築
島
裕
裁
大
耽
虚
遮
那
成
悌
経
疏
巻
第
十
六・
巻
第
十
七
寛
治二
年
貼

(
巻首)・
永
承
元
年
貼(
巻尾)
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自
序
九
例
序
論
||卒安時代訓艶本研究の回顧と本書の意圏

第一
部
卒
安
時
代
訓
貼
本
の
簿
存
飲
態

第一
章
線
設

第一
節
卒
安
時
代
訓
貼
本
の
現
存
黙
敷

石

晴

通

塚

第二
節アコ
ト

黙か
ら
見
た
諸
寺
経
蔵
本
の
性
格

第三
節
悌
寺
に
惇
存
す
る
漢
籍
例
典
の
古
訓
貼
本

第
四
節
畿
内
以
外
の
地
域
に
お
け
る
卒
安
時
代
訓
勲
本

第二
章
石
山
寺
経
蔵に
お
け
る
卒
安
時
代
訓
黙
本

第一
節
線
設

第二
節一
切
経
蔵
本・
校
倉
聖
教
蔵
本の
内
容

第三
節一
切
経
蔵
本と
校
倉
聖
教
蔵
本
と
の
全
種
的
構
成
に
つ
い
て
の

比
較

第
四
節
深
密
蔵
本
の
性
格
と
概
要

第三
章
醍
醐
寺
経
蔵に
お
け
る
卒
安
時
代
訓
貼
本

第
四
章
高
山
寺
経
識に
お
け
る
卒
安
時
代
訓
鮎
本

第
五
章
東
寺
叡
智
院
金
剛
毅に
お
け
る
卒
安
時
代
訓
勲
本

第
六
章
中
川
成
身
院
本に
つ
い
て

第二
部
ヲコ
ト

黙
の
種
別に
よ
る
訓
貼
資
料
の
分
類

第一
章
線
設

第二
章
南
都
古
宗
に
起
源
を
有
す
る
ヲコ
ト

貼
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第一
節
特
殊
黙
甲
類

第二
節
特
殊
黙
乙
類

第三
節
第二
群
黙

第
四
節
第一
群
黙
附
水
尾
黙・
妙
法
院
黙・
甲
黙
圏

第
五
節
第三
群
黙

第
六
節
第
四
群
黙

第
七
節
第
六
群
黙

第
八
節
喜
多
院
勲

第
九
節
東
大
寺
黙

第
三
章
天
台
宗
に
起
源
を
有
す
る
ヲコ
ト

黙

第一
節
線
設

第二
節
第
五
群
黙
附
智
護
大
師
黙

第三
節
乙
黙
圏

第
四
節
西
墓
貼

第
五
節
仁
都
波
迦
貼

第
六
節
叡
山
貼

第
七
節
調
林
寺
貼

第
八
節
天
仁
波
流
黙・
天
爾
波
留
貼(
別
流)

第
九
節
香
隆
寺
黙

第
十
節
費
値
院
黙

第
十一
節
池
上
阿
闇
梨
黙

第
十二
節
遍
照
寺
黙

第
四
章
員
言
宗
に
起
源
を
有
す
る
ヲコ
卜

貼

第一
節
線
設

第二
節
順
暁
和
向
黙

第
三
節
中
院
僧正
黙

第
四
節
闘
堂
黙

第
五
節
浮
光
房
黙

第
六
節
東
南
院
貼

第
七
節
康
隆
寺
黙

第五
章
俗
家
に
使
用
さ
れ
た
アコ
ト

黙

第一
節
線
説

第二
節
古
紀
傍
黙(
丙
黙圃)

第三
節
経
停

第
四
節
紀
惇
附
法
家
黙

第
六
章
俵
名
貼
本
の
性
格

第
三
部
偽
書
に
お
け
る
訓
読
の
簿
承

第一
章
線
設

第二
章
明
詮
大
僧
都
の
訓
説
の
停
承

第三
章
成
唯
識
論
の
古
訓
法
の
傍
流

第
四
章
大
日
綬
の
古
訓
法
の
傍
流

第五
章
大
日
経
疏
の
古
訓
法
の
傍
流

第
六
章
角
筆
黙
か
ら
毛
筆
貼へ
の
移
貼

園
録
篇
迫
補

圏
録
篇
正
誤
表

索
引
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右の
目
次
よ
り
知
ら
れ
る
如
く 、

本
書
の
テ
lマ

は
ヲコ
ト

黙
の
分
類
を

手
懸
り
と
す
る
訓
貼
資
料
の
傍
存
と
訓
読
俸
承
と
を
中
心
と
す
る
研
究
で
あ

る 。
著
者に
は
既
に 、『
卒
安
時
代
の
漢
文
訓
讃
語
に
就
き
て
の
研
究」(
昭
和

三
十九
年三
月 、
東京大
筆
出
版
曾)
に
於
て
卒
安
時
代
の
訓
黙
語 、
特
に
語

索・
訓
法
を
中
心
と
す
る
優
れ
た
大
著が
あ
り 、
ま
た
『
大
慈
恩
寺三
歳
法

師
停
の
園
語
目撃
的
研
究
誇
文
篇・
索
引
篇・
研
究
篇』
(一
九六五
年三
月 、

一
九六
六
年三
月 、
一
九六
七
年三
月 、
東京大
壁出
版
曾)
と
い
ふ
大
部
な
院

政
期
訓
貼
資
料
の
綜
合
的
研
究
書
が
あ
り 、
ま
た『
卒
安
時
代
語
新
論』
(一

九六
九
年六
月 、
東
京大
望
出
版
曾)
と
い
ふ
漢
文
訓
讃
語
を
取
り

込
ん
だ
高
度

な
卒
安
時
代
語
の
概
論
書
が
あ
り 、

一
貫
し
た
卒
安
時
代
訓
黙
語
と
訓
貼
資

料
の
研
究
の
積
み
重
ね
の
上
に
更に
右に
述べ
た
二
つ
の
テ
lマ

に
絞っ
た

大
著
を
公
け
に
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る 。
改
め
て
其
の
足
跡に
敬
意
を
表さ
ず

に
は
ゐ
ら
れ
な
い 。

本
書
の
序
論(三
頁)
に 、
今
日
ま
で
の
訓
貼
語
研
究
の
趨
勢
と
し
て

て
研
究
封
象
の
文
献
が 、
卒
安
時
代
初
期
中
心
か
ら 、
卒
安
時
代
金
般 、

更に
鎌
倉
時
代
以
後
に
ま
で 、
範
園
が
擁
大
さ
れ
た 。

二 、
訓
黙
資
料
の
中
か
ら
口
語
の
資
料
を
愛
掘
し
よ
う
と
す
る
試
み
か
ら 、

訓
黙
資
料
自
霞
の
内
部
に 、
口
語
と
文
語
と
の
爾
要
素
が
含
ま
れ
て
ゐ
る

と
の
認
識
が
深
め
ら
れ 、
そ
の
複
雑
な
性
格
の
分
析に
努
力
が
梯
は
れ
る

や
う
に
な
っ
た 。

三 、
訓
匙
資
料
内
部
に
存
す
る
と
こ
ろ
の 、
同学
問
上
の
流
振
に
よ
る 、
内向子

説・
訓
法
の
相
違
や
封
立
と 、
そ
の
園
語
史
上
に
お
け
る
位
置
附
け
に
つ

い
て
の
関
心
が
注
が
れ
る
段
階
に
及ん
で
来
た 。

の
三
黙
を
挙
げ
て
ゐ
る
が 、
こ
れ
は
著
者
を
中
心
と
し
て
推
進さ
れ
た
こ
と

で
あ
る 。
更に
は 、
昭
和二
十
九
年に
設
立
さ
れ
た
訓
熟
語
筆
舎
の
果
し
た

役
割
を
大
き
く

評
償
し
て
ゐ
る
が 、
著
者
自
身が
創
立
以
来
の
曾
員
で
あ
り 、

同
舎
の
現
舎
長
で
も
あ
る 。
以
て
著
者
の
此
の
研
究
分
野に
於
け
る
貢
献
度

が
明
ら
か
で
あ
る 。
但
し 、
著
者
は
謙
虚
に
も
本
書
の
特
長
を 、
中
田
嗣
夫

博
士「
古
勲
本
の
圏
諸
筆
的
研
究
線
論
篇」
(以
下 、
「
動研」
ト

略
構スル)

の
方
法に
則
り
な
が
ら
中
田
博
士
の
論
及
し
な
か
っ
た
皐
涯に
よ
る
複
数
の

訓
設
の
傍
承
と
古
寺
経
蔵
訓
貼
資
料の
惇
存
状
態と
の
分
析で
あ
る
と
し
て

ゐ
る 。
こ
れ
ら
は 、
著
者
自
ら
が
護
展
途
上
の
研
究と
位
置づ
け
て
を
り(一

九
頁) 、
新
資
料
の
護
掘に
努
力
す
る一
方
で 、
右の
二
貼
に
絞っ
て
健
系
的

記
述
を
試
み
た 、
大い
な
る
意
欲
作
で
あ
る 。

二
つ
の
テ
lマ

の
内
で
は 、
訓
動
資
料の
侍
存
状
態の
分
析が
第一
部
に

配
さ
れ
て
ゐ
る 。
諸
寺
経
蔵
の
綜
合
調
査・
悉
皆
調
査
を
踏
まへ
て
の
立
論

で
あ
り 、
説
得
力
の
有
る
も
の
と
なっ
て
ゐ
る 。
中
田
博
士
「
貼
研」
に
於

て
取
上
げ
ら
れ
た
訓
黙
資
料
約
九
百
黙
は 、
一
九
五
四
年
嘗
時と
し
て
は
壷

期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が 、
本
書
が一
九
九
五
年一
月二
十二
日
現
在と
し

て
取
上
げ
て
ゐ
る
訓
貼
資
料は
三
三
五
五
黙
に
上
り 、
更に
古
寺
経
蔵
の
悉

皆
調
査
を
踏
まへ
て
立
論
し
て
ゐ
る
こ
と
が一
大
特
長と
な
っ
て
ゐ
る 。
自

ら
が
代
表
者
と
し
て
推
進
し
て
ゐ
る
高
山
寺・
石
山
寺
綴
識
の
綜
合
調
査
に

基
く

分
析が
特に
詳
し
く 、

長
年
主
力メ
ム
パ
ー
と
し
て
参
加
し
て
ゐ
る
醍

醐
寺・
東
寺
観
智
院
金
剛
裁
の
綜
合
調
査
に
基
く

分
析
も
詳
し
い 。
章
を
改
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め
て
の
分
析
は
な
さ
れ
て
ゐ
な
い
が 、
こ
れ
も
主
力
メ
ム
パ
!
と
し
て
参
加

し
て
ゐ
る
仁
和
寺・
大
覚
寺・
三
千
院・
青
蓮
院・
随
心
院
の
綜
合
調
査
に

基
く

記
述
は
随
所
に
見
ら
れ 、
全
貌
が
明
ら
か
で
は
な
い
と
し
な
が
ら
も
高

野
山
蔵
書
に
も
全
健
的
目
配
り
を
怠っ
て
ゐ
な
い 。
諸
寺
の
経
績
を
二
大
別

し
て 、
概
し
て
天
台
宗
は
其
の
宗
源
の
聖
教
を
中
心
と
し
て
別
の
宗
源
の
も

の
は
あ
ま
り
含
ま
な
い
「
純
粋
源」
で
あ
り 、
員
言
宗
で
も
仁
和
寺
は
こ
の

類
で
あ
り 、
こ
れ
に
封
し
て
虞
言
宗
の
多
く
は
其
の
宗
波
の
聖
教
ば
か
り
で

な
く
他
の
流
振
の
聖
教
類
も
併せ
収
め
た
「
合
線
源」
で
あ
る
と
す
る
分
析

は 、
綜
合
調
査・
悉
皆
調
査
を
踏
まへ
て
始
め
て
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
で

あ
る 。
員
言
宗
諸
経
蔵
に
比
し
て
天
台
宗
諸
経
蔵
の
卒
安
時
代
訓
黙
資
料
自

僅
が
少
な
い
懸
念
は
有
る
が 、
大
筋
と
し
て
動
か
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ら
う 。

ま
た 、
ヲコ
卜

貼
の
分
類
を
中
心
と
し
て
諸
経
蔵
の
卒
安
時
代
訓
貼
資
料
の

賓
態
が
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
も一
大
成
果
で
あ
る 。
た
だ
し 、
中
世の
寺

院
が
諸島干
の
擦
り

所と
し
て 、
経
裁
は一
種
の
撃
警
複
合
構
造
置
と
し
て
果

し
た
役
割
も
大
き
く 、
そ
の
段
階
で
取
込
ま
れ
た
典
籍・
聖
教
が
有
る
こ
と

も
考
慮
す
る
必
要
が
有
る
の
で
は
な
か
ら
う
か 。

今
後 、
高
野
山
諸
経
蔵
等
の
綜
合
調
査・
悉
皆
調
査
が
進
展
し 、
ま
た
高

山
寺・
石
山
寺
経
蔵
以
外
の
諸
経
蔵
聖
教
類
に
つ
い
て
も
此
の
二
経
蔵
鐙
み

の
綴
密
な
調
査
が
な
さ
れ
る
こ
と
等
に
よ
り 、
卒
安
時
代
訓
貼
資
料
の
慰
数

は
相
嘗
に
増
す
こ
と
も
議
想さ
れ
る
が 、
卒
安
時
代
訓
匙
資
料
の
貧
態
が
本

書
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
意
義
は
極
め
て
大
き
い 。
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第二
部
が
ヲ
コ
ト

貼
の
種
別
に
よ
る
訓
船舶
資
料
の
分
類と
な
っ
て
を
り 、

こ
の
ヲコ
ト

黙
の
研
究
を
有
力
な
手
段
と
し
て
第一
部
の
訓
黙
資
料
の
停
存

状
態
の
分
析
も
な
さ
れ 、
ま
た
第三
部
の
偽
書
に
於
け
る
訓
読
停
承
の
分
析

も
な
さ
れ
る
構
成
と
な
っ
て
ゐ
る 。
多
く
の
訓
黙
本
を
調
査
し 、
ヲコ
ト

黙

を
八
群
に
分
類
し
て
燈
系
的
記
述
を
な
し
得
た
中
田
博
士
「
黙
研」
を
大い

に
稽
揚
し
つ
つ 、
更
に
中
田
博
士
に
数
倍
す
る
訓
鮎
本
を
調
査
し 、
大
局
的

程
系
性と
個々
の
資
料
性と
を
考
慮
し
て
展
開
す
る
六
百
頁
の
ヲコ
ト

貼
論

は
座
巻
で
あ
る 。
第一
群
貼か
ら
第
八
群
貼
ま
で
及
び
其
れ
に
属
さ
ない
特

殊
黙
の
分
類と
名
稽と
を
中
田
博
士「
鮎
研」
に
よ
りつ
つ
も(
但シ 、
第七

群
黙 、
第八
群
黙ノ
呼
格ハ
本書デハ
用ヰラレ
テ
ヰナ
イ) 、
本
書
で
は
起
源
を

南
都
古
宗・
天
台
宗・
員
言
宗
に
あ
る
も
の
と
三
種に
大
別
し
て 、
俗
家
に

使
用
さ
れ
た
ヲコ
ト

駄
に
設
き
及
ん
で
ゐ
る 。
ヲ
コ
ト

黙
の
機
能
よ
り
す
れ

ば 、
安門晶
な
立
場
で
あ
る 。
本
書
で
は 、
ヲコ
ト

黙
の
愛
蓬
の
過
程
を
追
求

す
る
こ
と
が
重
要
視さ
れ 、
記
述
は
形
式
的
に
流
れ
ない 。
例へ
ば 、
南
都

古
宗
に
起
源
を
有
す
る
ヲコ
ト

貼
を
設
く
に
嘗
り 、
成
立
段
階
の
古い
順
に 、

特
殊
貼
を
甲
と
乙
と
に
分
ち 、
次
に
第二
群
黙 、
第一
群
黙 、
第
三
群
黙 、

第
四
群
貼 、
第
六
群
慰 、
喜
多
院
勲 、
東
大
寺
黙と
説
き
及ん
で
行
く 。

南

都
古
宗
に
愛
し
た
ヲコ
ト

黙
が 、
や
が
て
天
台
宗
延
暦
寺
に
及ん
で
愛
蓬
を

遂
げ
大
撃
の
博
士
に
ま
で
及
び 、
寺
門
圏
域
寺
も
濁
特
の
定
着
の
仕
方
を
し 、

異
言
宗
は
十
世
紀
に
な
っ
て
天
台
宗
の
影
響
を
受
け
て
ヲコ
ト

拡
を
護
蓬さ

せ
た
こ
と
を 、
個々
の
訓
黙
本の
調
査
を
踏
まへ
て
賃
設
し
て
ゐ
る 。
必
ず

し
も
天
台
宗
経
蔵
に
恵
ま
れ
て
ゐ
る
と
は
言ひ
得
な
い
中で 、
資
料
の
博
捜

に
よ
り
右の
到
達
を
な
し
遂
げ
て
ゐ
る
こ
と
は
見
事
で
あ
る 。
中
田
博
士「
貼

研」
で
未
接
見
と
さ
れ
た
東
南
院
貼・
天
仁
波
流
黙・
遍
照
寺
黙・
香
隆
寺



黙・
乙
黙
園・
調
林
寺
黙・
叡
山
黙
は 、
本
書
に
使
用
さ
れ
た
訓
貼
本
が
具

鐙
的
に
示
さ
れ
て
ゐ
る 。
ま
た 、
同
じ
く
未
義
見
と
さ
れ
た
忍
辱
山
黙・
丙

鈷
園・
三
賓
獄
寺
黙
も 、
本
書
で
そ
れ
ぞ
れ
喜
多
院
貼・
古
紀
傍
黙・
費
値

院
貼
と
同一
の
も
の
と
さ
れ
て
ゐ
る 。

ヲコ
卜

匙
の
使
用
者
の
追
究
は 、
嘗
然
の
こ
と
な
が
ら
師
資
相
承
を
明
ら

か
に
し
て 、
各
宗
振
の
相
承
血
脈
を
明
ら
か
に
し
て
行
く 。

本
書
の
ヲ
コ
ト

鈷
研
究が 、
係
数
史
白四千
等に
も
多
大
に
貢
献
し
て
ゐ
る
も
の
と
恩
は
れ
る 。

こ
れ
だ
け
壮
大
な
ヲコ
ト

熱
論
で
あ
る
だ
け
に 、
前
に
著
者
の
『
卒
安
時

代
語
新
論』
に
若
干
鯛
れ
ら
れ
て
ゐ
る
と
は
言へ 、
ヲ
コ
ト

黙
の
起
源
に
つ

い
て
改
め
て
説い
て
欲
し
か
っ
た
と
思は
れ
る 。
漢
文
に
加
熟
す
る
こ
と
自

慢
は 、
漢
字
文
化
閣
に
共
通
な
中
で 、
ヲコ
ト

動の
知
き
も
の
を
登
蓬さ
せ

た
の
は
日
本
語
に
於
て
の
み
で
あ
り 、
し
か
も
卒
安
時
代
を
中
心
と
す
る
方

法
で
あ
る
の
で 、
特
殊
貼
甲・
乙
の
分
析
を
通
し
た
ヲコ
ト

貼
の
起
源
論
を

望
ま
し
く

思ふ
の
で
あ
る 。
ま
た
柳
か
細
か
い
こ
と
で
恐
縮
で
あ
る
が 、
第

三
章
五
二一
頁
の
第
五
群
勲
で
取上
げ
ら
れ
て
ゐ
る
日
本
書
紀
巻
第
竹二・

什
四
(
文
化
薦議・
嘗
岩
崎
本)
の
ω
第
四
次
勲と
ω
第
五
次
黙
と
は 、
大
多

数
が
判
別
不
能
と
し
て
ゐ
る
が 、
返
貼
等一
部
を
除い
て
墨
色・
形
態か
ら

一
態
の
匿
別
は
つ
け
得
る
の
で 、
機
舎
を
得て
評
者
の
判
定
を
示
し
た
く

思

っ
て
ゐ
る 。
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第
三
部
は 、
偽
書
に
於
け
る
訓
説
の
侍
承
を
扱ふ 。
ヲコ
ト

貼
の
使
用
に

伴ふ
師
資
相
承
と
共に 、
訓
黙
の
年
代
的
重
層
性が
も
う一
つ
の
大き
な
テ

ーマ
で
あ
る 。
具
種
的
に
は 、
明
詮
大
僧
都
の
訓
説 、
成
唯
識
論・
大
日
経・

大
日
経
疏
の
訓
黙
を
取
り

上
げ
て
ゐ
る 。
訓
黙
の
系
統
を
説
く
こ
と
に
比
し

て 、
訓
黙
の
年
代
性
を
説
く
こ
と
の
困
難さ
は 、
評
者
自
身
日
本
書
紀
古
訓

の
分
析
を
通
し
て
鐙
験
し
て
ゐ
る
の
で 、
大い
に
興
味
を
抱い
て
ゐ
る
が 、

や
は
り一
筋
縄
で
は
行か
ない 。
本
書
の
知
く
多
大
な
資
料
を
集め
た
上
で

も
蹄
納
的に
年
代
性が
明
ら
か
に
な
る
と
は
言へ
ず 、
同学
習の
結
果
と
し
て

の
訓
貼
の
性
格
を
考へ
て 、
個々
の
資
料
毎に
慎
重
に
考へ
て
行
く
よ
り
仕

方
な
き
さ
う
で
あ
る 。
向 、
第
六
章に
於
て 、
角
黙
の
停
承
を
扱っ
て
ゐ
る

が 、
角
黙
が
特
殊
視さ
れ 、
ま
た
小
林
芳
規
博
士
の
み
が
扱っ
て
ゐ
る
傾
向

の
有
る
中
で 、
訓
黙
資
料
金
程
の
中に
角
鈷
を
位
置づ
け 、
角
貼
か
ら
毛
筆

貼へ
の
改
鈷
を
訓
説
傍
承
の
問
題
と
し
て
説い
て
ゐ
る
こ
と
は 、
大
い
に
評

慣
し
て
良い
こ
と
と
恩
は
れ
る 。

最
後
に 、
圃
録
篇
追
補・
正
誤
表
が
附
さ
れ
て
ゐ
る 。
本
書
に
先
立つ
昭

和
六
十一
年
十
月
に
刊
行さ
れ
た
『
卒
安
時
代
訓
黙
本
論
考伊引和制細」
(
汲

古
書院)
の
追
補・
正
誤
表で
あ
る
が 、
著
者の
十
年
徐
に
亙
る
不
断の
精
進

を
示
す
も
の
で
あ
る 。
本
書
の
第二
部
第五
章
八
八
O
頁
の
記
述
と
も
関
聯

す
る
が 、
日
本
書
紀
巻
第
竹二
1

州(
北野天
満宮
本)
の
古
黙
を 、
院
政
期

熱
か
ら
鎌
倉
初
期
黙に
蟹
更
し
た
こ
と(三
八
二
等 、
大い
に
勇
気
の
要
る

こ
と
で
あ
る 。
そ
の
面
で
は 、
本
豊富
の
第二
部
第三
章五一
八
頁
の
浮
名
玄

論
巻
第一
(
京
都圏立
博
物館蔵 、一柳田
喜一
郎博士
嘗歳)
を
慶
雲三
年の
書

篤
と
し
て
ゐ
る
の
は
誤
り
で 、
こ
の
容は
卒
安
初
期
の
書
寓
で
あ
り 、
圃
録

篇
の
方
も
そ
の
や
う
に
訂
正
すべ
き
で
あ
る 。
各
研
究
者が 、
さ
さ
や
か
な

各々
の
資
料
の
調
査
の
中
で
気づ
い
た
箇
所
を 、
柳
か
の
勇
気
を
以
て
著
者
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に
報せ 、
こ
の
撃
界
共
有
の
大
著
を
更
に
良
き
も
の
に
し
て
行
くべ
き
で
あ

ヲ匂 。

研究篇j

本
書
の
種
裁
は 、
堅
賓
で
な
か
な
か
に
格
調
高
く
内
容
に
相
篠崎
し
い
も
の

で
あ
る 。
撃
術
書
も
殆
ど
が
コ
ン
ピュ
ー

タ
整
版に
な
り
つ
つ
あ
る
中
で 、

曾
て
活
版が
獲
得
し
た
同学
術
書
の
格
調
は
急
速
に
失
は
れ
て
を
り 、
今
後
は

本
書
の
知
き
を
手
本
と
し
て
何
と
か
工
夫
し
て
行
くべ
き
も
の
と
考へ
る

(
因
み
に
本
書
は 、

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
整
版
で
あ
る)

。

評) r平安時代訓点本論考〔書

本
書
の
著
者
に
は 、
御
自
愛
の
上 、
更
に
な
し
遂
げ
て
戴
き
た
き
こ
と
が

あ
る 。
曾
て
漢
文
訓
讃
語
集と
和
文
語
業
と
の
封
比
を
鮮
烈に
謹
明
し
て 、

音
韻
や
文
法
に
比べ
て
遅
れ
て
ゐ
た
諾
業
の
研
究に一
大
基
礎
を
築か
れ
た

著
者
に
は 、
是
非
と
も
漢
文
訓
讃
語
業の
集
大
成
を
望
み
た
い 。
本
書
で
示

さ
れ
た
如
く 、
多
大
な
訓
鮎
本
の
調
査
で
得
ら
れ
た
用
例
語
業の
蓄
積
は 、

鈴
人
に
は
到
底
に
望
み
難
く 、
既
に
三
十
寓
例
を
超
す
著
者
の
手
許
の
用
例

を 、
事
界
共
有
の
財
産
と
な
るべ
く
集
大
成
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
願ふ
も
の

で
あ
る 。

(一
九
九
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日
発
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